




自
分
の
未
来
を

　
　
　
　

切
り
拓
く
力

　

市
で
は
、
牧
之
原
市
で
育
つ

子
ど
も
た
ち
が
、
ど
ん
な
時
代

に
な
っ
て
も
自
分
の
力
で
自
分

の
未
来
を
切
り
拓
く
、
た
く
ま

し
い
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な

力
を
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
育
て
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
育
ち
を

９
年
間
の
系
統
立
て
た
も
の
に

す
る
「
小
中
一
貫
教
育
」、
地

域
、
家
庭
、
学
校
、
み
ん
な
が

子
ど
も
の
育
ち
と
学
び
に
関
わ

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー

ル
」
の
３
つ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

学
校
施
設
と
し
て
も
、
こ
の

取
り
組
み
が
推
進
し
や
す
く
、

安
心
・
安
全
で
学
び
や
す
く
、

通
い
た
い
・
通
わ
せ
た
い
と
思

わ
れ
る
、
魅
力
的
な
小
中
一
貫

校
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な

学
校
が
よ
い
か
、
子
ど
も
た
ち

や
牧
之
原
市
の
未
来
を
見
据
え

て
、
今
、
み
ん
な
で
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

教育委員会は、専門家、教員、保護者、自治会関係者、公募の皆さん
による学校再編計画策定委員会に依頼して、「これからの学校の目指
す学校像、学校区、場所など」について検討してもらっています。
そして、その内容を本年３月末までに「学校再編計画素案」として、
教育委員会に提出してもらう予定です。
本特集では、検討中の計画素案の考え方を２回にわたり紹介します。

問い合わせ　教育総務課　石川奈美　☎532642

ほとんどの校舎が、建築から40
年以上経過し、更新時期を迎え
ています。津波浸水想定区域に
立地している学校もあります。

児童生徒数は、現在、ピーク時
の約半分に減少しています。出
生数の減少幅から、今後も減少
していくことが予測されます。

学校名 築年数 学校名 築年数
相良小 47 細江小 50
菅山小 39 勝間田小 56
萩間小 55 坂部小 58
地頭方小 55 相良中 45
牧之原小 50 牧之原中 42
川崎小 52 榛原中 48

校舎の状況 学校数と規模児童生徒数の推移

これからの学校への意見を募集中

［市ホームページでの意見募集］　計画素案などを参考にご意見をください。
　　　　　　　　　　　　　　　HP https://www.city.makinohara.shizuoka.jp/site/
　　　　　　　　　　　　　　　　 kyouiku/37899.html
［保護者アンケート］ ０歳～中学生までの保護者を対象に、まきはぐでアンケートを実施しています。

＊紹介している内容は、現時点で学校再編計画策定委員会が検討している計画の素案段階のものです。
　さらに市民の皆さんの意見を聞いて最終的な計画素案をつくるため、今回の内容と変更する可能性があることをご了承ください。

－ 学校再編特集　第１回 現状と目指す学校像 －

本市の子どもたちが通う学校は、
全部で13校です。そのうちの
３校は、学校組合として他市と
一緒に運営しています。

５つの
基本方針

どんな学校にしたいの？

どうしてこれからの学校を考えるの？

今の学校はどうなっているの？

次回、３月号では、さらに具体的な内容についてお知らせします。

子どもにとってよいと思える
学校にしたいというのが一番
の思いです。
その学校は、地域、家庭のみ
んなが子どもの育ちに関わ
り、地域の人が活動できる場
所があり、子どもだけでなく、
みんなが行きたくなる学校に
したいと思っています。

新しい学校の目指す姿は「みんなの学校」です
● 子どもたちが「学校が楽しい！」と思える子ども主体の学校
● みんなで子どもを育てる「共

きょう

育
い く

」の学校
これからの社会を生きるために必要な主体性、社会性、コミュニ
ケーション力といった人間力を、本市では「次代を切り拓く力」
としています。
子どもたちに、次代を切り拓く力を育むことができる教育内容と
それを推進できる学校施設を整えるため、計画素案では、以下の
「５つの基本方針」を掲げます。

　　　働きやすく充実した指導が
　　　できる学校
教職員が働きやすく、充実した指導ができ
る組織体制と施設環境を整備します。

　　
　　　

　　　安心・安全な学校

児童・生徒、教職員などが安心して学校生
活を送れるよう、市民にとって最も不安な
自然災害である津波の浸水想定区域外に、
災害に強い学校施設をつくります。

　 　　　次代を切り拓く力を
　　　育む学校
一人一人の可能性を伸ばし、次代を切り拓
くために必要な人間力を育むことができる
環境をつくります。

　　
　　

　　　すべての子どもが主役
　　　の学校
すべての子どもにとって学びやすく、活動
しやすい教育環境を、子ども主体で考えま
す。

　　
　　　

　　　地域の未来を担う子ども
　　　を育てる学校
地域の人が子どもの育ちに関わり、地域の
資源や行事を通じて、子どもたちに地域愛
を育み、さらに、学校がみんなの居場所と
なり、活動できる場所となるようにします。

　　
　　　

学校再編計画とは？
子どもたちがもっと学
びやすく・生活しやす
い学校にするため、今
ある学校区の見直しを
含め、新しい学校をつ
くるために必要なこと
を定めるものです。
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（人）

（年）＊御前崎中は、御前崎市が管理市のため
　掲載していません。

小学校
 ▶相良（３）▶菅山（１）
  ▶萩間（１）▶地頭方（１）
  ▶川崎（２）▶細江（２）
  ▶勝間田（１）▶坂部（１）
  ▶牧之原（１）
中学校
  ▶相良（５）▶榛原（６）
  ▶牧之原（１）▶御前崎（４）
＊（）内の数は１学年の平均クラス数。
　緑色は学校組合立。



　

令
和
元
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た
国
の
『
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
』
で
は
、「
認
知
症

は
誰
も
が
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
本
人
か
ら
の
発
信
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
認
知

症
に
関
す
る
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
認
知
症
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
普
及
・
啓
発
を
行
う
「
希
望

大
使
」
の
地
域
版
で
あ
る
「
静
岡
県
希
望
大
使
」
に
、
市
内
在
住
の
三み

浦う
ら

繁し
げ

雄お

さ
ん
を

任
命
し
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を
持
っ
て
前
を
向
い
て
暮
ら
す
」
こ
と
に
つ
い
て
、
三

浦
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

長
寿
介
護
課　

加
藤
明
香　

☎
（
23
）
０
０
７
６

　

集
中
力
を
欠
い
た
り
、
注
意
散

漫
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
増

え
、「
お
か
し
い
な
」
と
思
い
、

近
隣
の
病
院
を
受
診
し
ま
し
た
。

　

処
方
さ
れ
た
薬
の
種
類
か
ら
、

中
等
症
だ
と
わ
か
り
「
そ
ん
な
に

ひ
ど
い
の
か
」
と
落
ち
込
み
ま
し

た
。
当
時
の
自
分
の
認
知
症
の
イ

メ
ー
ジ
は
「
進
行
が
早
く
、
す
ぐ

に
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
」

だ
っ
た
の
で
。

　

日
常
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

▼
今
日
の
予
定
を
ア
ラ
ー
ム
で
知

ら
せ
て
く
れ
る
ア
プ
リ
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
し
て
い
る
。
予
定

の
入
力
が
な
い
時
に
も
ア
ラ
ー
ム

で
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

▼
も
ら
っ
た
名
刺
を
写
真
に
撮
っ

て
ア
プ
リ
で
管
理
し
、
す
ぐ
に
探

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

▼
現
在
２
つ
の
薬
を
服
薬
し
て
お

り
、
お
薬
手
帳
ア
プ
リ
で
飲
み
忘

れ
を
防
い
で
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
を

入
力
す
る
ま
で
、
画
面
に
通
知
し

続
け
て
く
れ
る
。

▼

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
付
け
て
い
る
。
ス
マ
ホ
と

の
ど
ち
ら
か
が
見
つ
か
ら
な
く

て
も
、
お
互
い
か
ら
検
知
で
き
る
。

▼
仕
事
中
は
、
腕
に
巻
き
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
メ
モ
帳
を
使
い
、

仕
事
の
指
示
を
す
ぐ
に
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

▼
公
共
交
通
機
関
を
使
う
時
に

は
、
行
程
と
乗
り
場
な
ど
を
事
前

に
調
べ
て
行
く
。
本
当
に
分
か
ら

な
い
時
に
は
人
に
聞
く
。
大
概
の

人
は
親
切
に
教
え
て
く
れ
る
。

　

国
の
希
望
大
使
で
も
あ
る
丹た

ん

野の

智と
も

文ふ
み

さ
ん
（
39
歳
の
時
に
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
診
断
）
は
、

い
つ
も
私
に
刺
激
を
く
れ
ま
す
。

　

丹
野
さ
ん
と
話
を
し
て
い
る

と
、
過
去
の
失
敗
は
話
題
に
せ
ず
、

「
明
日
何
食
べ
た
い
？
」
と
か
「
こ

れ
か
ら
の
こ
と
を
話
し
ま
し
ょ

う
」
と
言
っ
て
も
ら
え
ま
す
。「
前

を
向
い
て
い
け
る
ん
だ
」
と
思
わ

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
仲
間
同
士
で
話
を
す
る

と
安
心
す
る
部
分
は
あ
る
の
で
、

全
国
に
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
当
事
者

た
ち
と
つ
な
が
っ
て
、
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
イ
メ
ー
ジ
が
と
て
も

悪
い
の
で
、
偏
見
を
な
く
し
た
い

で
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
、

社
会
生
活
が
広
が
っ
た
人
も
い
ま

す
。
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
可

能
性
が
な
く
な
る
の
で
は
な
く
、

そ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

　

認
知
症
の
一
番
の
要
因
で
あ
る

「
加
齢
」
は
誰
も
避
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
た
り
、

工
夫
を
し
た
り
、
家
族
が
守
り
す

ぎ
な
い
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
違
和
感
を
感
じ
た
ら
、

ど
こ
か
に
、
誰
か
に
相
談
し
て
も

ら
い
た
い
。
日
頃
か
ら
人
と
つ
な

が
り
を
持
っ
て
い
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
た
人
が
身
近
に
い
た
ら
「
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
ど
ん

な
こ
と
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
た
い

か
」
を
聞
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
診
断
後
、
町
内
の
人
に
話

し
ま
し
た
。
す
る
と
「
そ
ん
な
風

に
見
え
な
い
ね
」「
へ
え
〜
」
と

い
う
反
応
で
、
そ
の
後
も
普
段
と

変
わ
ら
ず
接
し
て
く
れ
て
、
困
っ

た
ら
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
内
の
旅
行
に
参
加
し
よ
う
か

迷
っ
て
い
た
ら
「
一
緒
に
行
こ
う
」

と
誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
関
係
が
作
れ
る
地

域
だ
っ
た
ら
、
認
知
症
で
あ
る
こ

と
を
、
気
兼
ね
な
く
打
ち
明
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
認
知
症
の
本
人
同
士

が
安
心
し
て
語
り
合
え
る
場
を
つ

く
る
な
ど
、
人
と
つ
な
が
れ
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
地
元
で
や
り
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
認
知
症
と
い
わ
れ
た

人
、
心
配
な
人
な
ど
、
私
三
浦
と

お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
希

望
の
人
は
、
長
寿
介
護
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

長
寿
介
護
課　

　

加
藤　

☎
（
23
）
０
０
７
６

＊

　

市
で
は
今
後
、
認
知
症
の
本
人

か
ら
の
発
信
の
機
会
が
増
え
る
よ

う
、
地
域
で
暮
ら
す
本
人
と
共
に

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
本
人
の
視
点
を
認
知

症
施
策
の
企
画
立
案
に
反
映
す
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

み う ら し げ お

平成２７年にMCI（軽度認知障害）と診断。現
在は吉田町の精米店で働きながら治療を続
け、県内外の認知症本人と積極的に交流して
いる。また、県のピアサポーターとして、本
人ミーティングでの相談支援などにも携わる。
昨年９月３０日に、全国初の地域版希望大使で
ある「静岡県希望大使」に委嘱された。

それぞれの地域で暮らす認知症
の人と共に普及啓発を進める体
制の整備、発信の機会の拡大を
目的として設置。
イベントや講座などで自らの体
験や希望、必要としていること
などを発信したり、広報誌など
への寄稿、ピアサポート活動
（＊）などを行っている。
＊当事者同士で支え合う活動

　▶オレンジカフェ（波津区）　　開催日時：第３日曜日（終日）
　▶みどりカフェ（細江区）　　　開催日時：第１金曜日（午前中）

　▶オリーブ（川崎・細江・坂部小学校区の人）　　　☎㉒8822（さざんか１階）
　▶さがら（相良・地頭方・菅山小学校区の人）　　　☎531900（相良庁舎１階）
　▶さんいく（萩間・牧之原・勝間田小学校区の人）　☎㉓3600（（株）笠原産業本社ビル１階）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［出典］一般社団法人日本認知症ワーキンググループ　ホームページ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＊詳細はホームページをご覧ください。



市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）
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問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎㉓

問 ☎㉓

問 ☎㉓
問

☎

問 ☎㉓

問 ☎

問 ☎

新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用と体温測定の実施にご理解、
ご協力をお願いします。お出かけ前に、ご自宅で体温を測定し、37.5℃以上ある場
合のほか、咳症状や倦怠感などがある場合は、相談を見合わせてください。
相談会場でも体温測定を行い、37.5℃以上ある場合や咳症状がある場合などは、電
話相談への切り替えや相談の延期などをさせていただく場合があります。

問 ☎

～2050年までに二酸化炭素の実質排出量ゼロに向けて～

2015（平成27）年に合意された地球温暖化対策の国際的枠組みであるパリ協定は「平均
気温上昇を２度未満」とする目標が採択され、2020（令和２）年に運用が開始されました。
加えて、2018年に公表された IPCC（国連の気候変動に関する政府間パネル）特別報告書に
おいては、「気温上昇を 2度よりリスクの低い 1.5 度に抑えるためには、2050年までに二
酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが必要」とされています。
そこで本市は、2050年までに二酸化炭素の実質排出量ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」
を１月８日に宣言しました。

問い合わせ　環境課　☎532609

地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響

　

近
年
、
世
界
各
地
で
記
録
的
な
熱
波

や
大
規
模
な
森
林
火
災
、
ハ
リ
ケ
ー
ン

や
洪
水
な
ど
が
、
未
曾
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
、
災
害

級
の
猛
暑
や
熱
中
症
に
よ
る
搬
送
者
・

死
亡
者
の
増
加
の
ほ
か
、
台
風
・
豪
雨

の
被
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
気
候
変
動
の
原
因

の
一
つ
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
今
の
ま
ま

の
温
暖
化
対
策
で
は
、
80
年
後
の
平
均

気
温
が
最
大
４
・
８
度
上
昇
す
る
と
予

測
し
て
い
ま
す
。
気
温
が
上
昇
す
る
に

つ
れ
、
異
常
気
象
や
海
面
の
上
昇
、
生

態
系
へ
の
影
響
、
感
染
症
の
拡
大
、
農

作
物
へ
の
影
響
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

宣
言
を
し
た
の
？

　

今
後
も
私
た
ち
が
普
段
の
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
災

害
な
ど
の
増
加
や
激
甚
化
を
最
小
限
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
市
の
将
来
都
市
像
で
あ

る
「
絆
と
元
気
が
創
る
幸
せ
あ
ふ
れ
み

ん
な
が
集
う
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
ま
き
の
は
ら
」、

環
境
像
で
あ
る
「
う
み
・
そ
ら
・
み
ど

り
と
共
生
す
る
ま
ち
ま
き
の
は
ら
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
の
実
質
排
出
量
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　

  
し
て
い
く
の
？

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
濃
度
の
上
昇
で
す
。
温
室

効
果
ガ
ス
の
一
つ
で
あ
る
二
酸
化
炭
素

は
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
が
燃
焼
す

る
こ
と
で
発
生
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

家
庭
か
ら
は
照
明
や
電
化
製
品
、
ガ
ス
、

自
動
車
、
ご
み
を
燃
や
す
こ
と
な
ど
で

排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
を
止
め
る
た

め
、
省
エ
ネ
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
を

皆
さ
ま
と
と
も
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
普
段
の
生
活
で
で

き
る
こ
と
か
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
・

　

風
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
）
由
来
電

　

力
の
地
産
地
消

▼
設
備
（
照
明
・
空
調
・
家
電
・
住
宅

　

な
ど
）
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

▼
４
Ｒ
の
推
進

﹇
リ
フ
ュ
ー
ズ
﹈
不
要
な
も
の
は
も

　

ら
わ
な
い
・
買
わ
な
い

﹇
リ
サ
イ
ク
ル
﹈
ご
み
を
資
源
に
変

　

え
、
再
び
利
用
す
る
こ
と

﹇
リ
デ
ュ
ー
ス
﹈
ご
み
そ
の
も
の
を

　

減
ら
す

﹇
リ
ユ
ー
ス
﹈
く
り
か
え
し
使
う

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
紹
介
の
ほ
か
、
地

球
温
暖
化
の
現
状
や
将

来
予
測
な
ど
の
解
説
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン

ク
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

STOP！ 地球温暖化

「ゼロカーボンシティ」を宣言した杉本市長

気候や気温の変化

ゲリラ豪雨などの水害

動植物の生息域の変化

農作物への影響
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議
会

市
議
会
11
月
臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

令
和
２
年
度
の
８
回
目
の
補
正
で
、

20
億
１
３
０
５
万
３
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
２
９
１
億
４
１
０
１

万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
で
は
、
相
良
地
区
防

災
拠
点
整
備
に
係
る
分
担
金
お
よ
び
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て
、
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
▼
牧
之
原
市
分
担
金
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
相
良

地
区
放
射
線
防
護
施
設
等
造
成
工
事
の

請
負
契
約
▼
牧
之
原
市
立
小
中
学
校
情

報
機
器
の
売
買
契
約
―
に
つ
い
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会　

月
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

令
和
２
年
度
の
９
回
目
の
補
正
で
、

１
億
１
９
６
２
万
７
千
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
２
９
０
億
２
１
３
８

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
で
は
、
現
在
整
備
中

の
図
書
交
流
館
「
い
こ
っ
と
」
な
ど
へ

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
や
、
回
復
傾
向
に
あ
る
、
ふ
る

11
月
12
日
お
よ
び
11
月
26
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
の
会
期

市
議
会
11
月
臨
時
会
・
定
例
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

瀧
口
恵　

☎
（
23
）
０
０
５
０

さ
と
納
税
推
進
事
業
費
の
ほ
か
、
▼
単

独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
設
置

替
え
の
補
助
制
度
の
拡
充
に
よ
る
浄
化

槽
推
進
費
の
増
額
▼
令
和
元
年
度
事
業

に
係
る
生
活
保
護
費
な
ど
の
国
県
支
出

金
の
精
算
金
▼
組
合
負
担
割
合
変
更
な

ど
に
よ
る
吉
田
町
牧
之
原
市
広
域
施
設

組
合
負
担
金
の
減
額
▼
法
人
市
民
税
の

還
付
金
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
の

執
行
見
込
み
か
ら
生
じ
る
不
要
額
を
財

政
調
整
基
金
に
繰
り
戻
す
こ
と
―
に
つ

い
て
、
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第　

号
）

　

令
和
２
年
度
の
10
回
目
の
補
正
で
、

２
５
６
２
万
６
千
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
を
２
９
０
億
４
７
０
１
万
円

と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
高
齢

者
施
設
な
ど
の
新
規
入
所
者
な
ど
へ
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の
助
成
や
、
感
染
防

止
の
た
め
史
料
館
を
は
じ
め
と
し
た
各

施
設
の
空
調
設
備
の
改
修
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「RIDE ON M
AKINOH

ARA

デ
ジ
タ
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業
」
な
ど
に
つ
い

て
、
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
食
生
活
改

善
に
活
躍
し
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
に

寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
、
牧
之
原
市
健

康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協
議
会
（
川か

わ

田た

雅ま
さ

代よ

会
長
・
81
人
所
属
）
が
厚
生
労
働

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
高
円
宮
妃
久
子

さ
ま
が
ご
臨
席
さ
れ
る
全
国
食
生
活
改

善
大
会
で
の
表
彰
式
の
開
催
が
見
合
わ

せ
と
な
り
、
１
月
４
日
に
市
役
所
榛
原

庁
舎
で
表
彰
状
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
川
田
会
長
、
吉よ

し

田だ

和か
ず

子こ

副
会
長
、
加か

藤と
う

和か
ず

子こ

前
会
長
が
出

席
し
、
川
田
会
長
が
杉
本
市
長
か
ら
表

彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、
市
食
育
推
進
計
画
に
基

牧
之
原
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進
協
議
会

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

大
岩
仁
美　

☎
（
23
）
０
０
２
４

牧
之
原
市
立
図
書
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

牧
之
原
市
立
相
良
図
書
館
を
移
転
し
、

新
た
に
牧
之
原
市
立
図
書
交
流
館
を
設

置
す
る
た
め
の
条
例
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
▼
牧
之
原
市
特
別
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
▼
牧
之
原
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
牧
之
原
市
議
会
議
員
及
び
牧
之
原
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動

車
の
使
用
等
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
牧
之
原

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
▼
牧
之
原
市
保
育
所
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
牧
之
原
市

中
小
企
業
金
融
支
援
基
金
条
例
の
制
定

▼
牧
之
原
市
さ
が
ら
子
生
れ
温
泉
会
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▼
吉
田

町
牧
之
原
市
広
域
施
設
組
合
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
規
約
▼
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
▼
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
▼
土
地
取
得
特
別
会
計

補
正
予
算
―
な
ど
に
つ
い
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
地
震
の
発

生
と
大
津
波
警
報
の
発
表
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
を
十
分
に
行
い
、
各
自
治
会
の
訓
練

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
で
の
確
認
事
項

　

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
場
所
と
避
難
経
路

●
避
難
場
所
ま
で
の
所
要
時
間

●
津
波
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
危

　

険
箇
所
な
ど

●
夜
間
に
お
け
る
危
険
箇
所

●
懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常
持
出
品

●
家
族
の
安
否
確
認
伝
達
方
法　

な
ど

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
送
信
を
行
い
ま
す

　

地
震
発
生
・
津
波
襲
来
を
想
定
し
た

同
報
無
線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
、
情
報

伝
達
訓
練
と
し
て
、
携
帯
電
話
へ
の
緊

急
速
報
メ
ー
ル
の
一
斉
送
信
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、

端
末
の
設
定
に
よ
っ
て
は
マ
ナ
ー
モ
ー

ド
設
定
中
で
も
音
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
地
震
だ
、
津
波
だ
、
す
ぐ
避
難
！　

〜
少
し
で
も
早
く
、
少
し
で
も
高
く
〜

牧
之
原
市
地
震
・
津
波
夜
間
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

防
災
課　

増
田
真
也　

☎
（
23
）
０
０
５
６

３月10日水　午後７時30分 同報無線で訓練事前広報を放送

３月11日木　午後６時30分 同報無線で訓練実施（中止）のお知らせ

午後７時○○分（＊１） 「訓練」地震発生・訓練開始「サイレン吹鳴」

午後７時○○分（＊２） 「訓練」大津波警報
同報無線と緊急速報メール配信で訓練警報発表のお知らせ

午後８時15分ごろ 同報無線で訓練終了のお知らせ

（＊１・２）　地震発生および大津波警報発表の時間は、午後７時～午後７時30分までの間

［地震・津波夜間避難訓練］　　３月11日木　午後７時～午後８時15分ごろ

11

づ
き
、
共き

ょ
う

食し
ょ
く

や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
減
塩

な
ど
、
年
代
に
見
合
っ
た
望
ま
し
い
食

生
活
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
離
乳
食
教
室
や
婦
人
科

検
診
に
お
い
て
、
市
の
健
康
課
題
で
あ

る
高
血
圧
・
糖
尿
病
予
備
群
を
減
ら
す

献
立
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

小
学
校
や
公
民
館
な
ど
で
の
調
理
実
習

活
動
な
ど
、
市
や
他
団
体
の
各
種
事
業

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

川
田
会
長
は
「
合
併
後
の
16
年
間
の

活
動
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
い
が
、

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
、『
継
続
は
力
』

で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

杉本市長（左）から表彰状を伝達

写真左から、吉田副会長、川田会長、加藤前会長

＊新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって、中止となる場合があります。

10

牧之原市LINE公式アカウントがリニューアル

◀友だち追加はこちらから

興味のあるジャンルの情報だけを受け取
ることができる「セグメント配信」機能、
道路のへこみなどを写真や位置情報で通
報できる「市民レポート」機能、チャッ
ト形式で知りたい情報まで誘導してくれ
る「しらべる」機能など、機能が大幅に
追加。ぜひ友だち追加してください。

ホーム画面で「牧之原市」で検索
または

問い合わせ　情報交流課　大石昌秀・森怜也　☎㉓0040
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表
彰
ふ
じ
の
く
に
未
来
を
ひ
ら
く
農
林
漁
業
奨
励
賞

市
内
の
農
業
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課　

浅
井
大
典　

☎
（
53
）
２
６
１
８

歴
史
シ
リ
ー
ズ
連
載
「
感
染
症
の
郷
土
史
」
④

病
ん
で
泣
く
よ
り
豫よ

防ぼ
う

で
笑
え
！

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

長
谷
川
倫
和　

☎
（
53
）
２
６
４
６

　

表
題
の
「
病
ん
で
泣
く
よ
り
豫
防
で
笑

え
！
」
は
、
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
８
月

１
日
発
行
の
『
勝
間
田
村
報
』
第
３
号
に
掲

げ
ら
れ
た
衛
生
標
語
で
す
。
戦
後
ま
も
な
い

昭
和
20
年
代
の
自
治
体
広
報
紙
に
は
、
こ
う

し
た
感
染
症
に
対
す
る
啓
発
や
注
意
喚
起
が

多
く
見
ら
れ
、
衛
生
意
識
の
向
上
が
大
き
な

課
題
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

で
は
、
当
時
の
衛
生
意
識
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

同
じ
く
第
３
号
に
は
、
当
時
の
保
健
師
が
家

庭
訪
問
の
途
中
で
「
溝
の
水
を
す
く
つ
て
呑

ん
で
い
た
子
」
や
「
丸
裸
で
遊
ん
で
い
た
子
」、

「
土
だ
ら
け
の
手
で
キ
ャ
ン
デ
ー
を
食
べ
て
い

た
子
」
を
見
た
と
し
、
赤せ

き

痢り

（
＊
１
）
患
者

が
増
え
る
な
か
で
、
子
ど
も
の
行
動
に
注
意

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
現
代
で
は

ま
ず
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
当
た
り

前
の
光
景
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
対
し
て
、保
健
師
は
「
目

の
前
の
一
匹
の
蝿ハ

エ

を
殺
す
事
」「
生
水
、
生
食
、

　

経
営
発
展
を
目
指
し
た
先
進
的

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
今
後
、
地

域
や
県
内
の
農
林
漁
業
者
の
模
範

と
な
り
う
る
個
人
ま
た
は
団
体
を

県
が
奨
励
す
る
「
ふ
じ
の
く
に
未

来
を
ひ
ら
く
農
林
漁
業
奨
励
賞
」

で
、
株
式
会
社
お
や
さ
い
（
杉す

ぎ

山や
ま

孔よ
し

将ま
さ

代
表
取
締
役
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

株
式
会
社
お
や
さ
い
は
、
青
ネ

ギ
な
ど
の
露
地
野
菜
を
12
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
規
模
で
生
産
し
、
安
定

し
た
品
質
と
出
荷
量
の
確
保
に
よ

る
販
路
開
拓
を
行
っ
て
い
る
点
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
同

社
は
、
農
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
た
新
規
就
農
希
望
者
の
独

立
支
援
や
、
カ
ッ
ト
野
菜
の
加
工

販
売
な
ど
、
多
角
経
営
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

杉
山
代
表
取
締
役
は
「
受
賞
は

大
変
あ
り
が
た
く
、
社
員
一
同
励

み
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
牧

之
原
市
の
企
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
農
業
の
形
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

追
求
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

暴
食
を
せ
ぬ
事
」「
外
出
後
、
用
便
後
手
洗
い

を
す
る
事
」「
お
腹
を
冷
さ
ぬ
事　

殊
に
寝
冷

に
注
意
」「
川
水
で
食
器
や
食
物
を
洗
わ
ぬ
事
」

の
５
つ
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
小
さ
な
注
意
で

予
防
が
で
き
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
１
日
発
行
の
第
４
号
で
は
、

日
本
脳
炎
（
＊
２
）
の
予
防
と
し
て
蚊
の
駆

除
が
推
奨
さ
れ
、
村
内
に
す
で
に
１
人
の
感

染
者
が
出
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
溝
や
防
火
用
水
、
水
た
ま
り
な
ど
家

の
ま
わ
り
の
清
掃
を
行
っ
て
、「
日
本
脳
炎
を

豫
防
し
ま
し
ょ
う
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
は
、
衛
生
意
識

の
向
上
や
生
活
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て
、
症

例
自
体
が
非
常
に
珍
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

人
類
と
感
染
症
と
の
闘
い
に
は
、
治
療
薬
や

ワ
ク
チ
ン
開
発
な
ど
医
学
の
発
展
だ
け
で
な

く
、
日
常
生
活
で
の
予
防
と
い
う
考
え
方
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

『勝間田村報』第３号
（市史料館所蔵）

＊１　赤痢（細菌性赤痢）
赤痢菌を病原体とする腸管感染
症で、下痢や発熱、腹痛などを
発症し、重症化すると血液や膿

うみ
、

粘液が交じった便が出る。
＊２　日本脳炎
日本脳炎ウイルスを原因とする
感染症で、特定の蚊を媒体とし
て感染する。発熱、頭痛、悪

お
心
しん
、

おう吐、めまいなどのほか、意
識障害やまひなどの神経系の障
害を引き起こす。発症率こそ低
いものの、子どもや高齢者が発
症すれば、高い確率で死亡もし
くは後遺症が残るとされる。

賞状を手にする株式会社おやさいの皆さん

「ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞」の賞状

相
談

　

キ
ャ
リ
ア
決
済
と
は
、
携
帯
電
話
会

社
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
・
暗
証
番

号
な
ど
に
よ
る
認
証
で
商
品
を
購
入
し
、

そ
の
代
金
を
月
々
の
携
帯
電
話
の
利
用

料
金
と
合
算
し
て
支
払
う
決
済
方
法
で

す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
キ
ャ
リ

ア
決
済
の
機
能
を
停
止
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

事
例
１

①
実
在
す
る
宅
配
事
業
者
を
か
た
る

　

メ
ー
ル
が
届
き
、
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ

　

Ｌ
を
タ
ッ
プ
し
て
開
い
た
サ
イ
ト
で
、

　

キ
ャ
リ
ア
決
済
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
や
パ

　

ス
ワ
ー
ド
、
暗
証
番
号
、
携
帯
電
話

　

番
号
を
入
力
し
た
。
そ
の
サ
イ
ト
は

　

偽
サ
イ
ト
で
あ
り
、
詐
欺
業
者
に
通

　

販
サ
イ
ト
で
不
正
に
使
わ
れ
て
し

　

ま
っ
た
。

②
実
在
す
る
通
信
販
売
業
者
を
か
た
る

　

Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
き
、
何
か
の
ア
プ
リ
を

　

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
。
後
日
、
友
人

　

か
ら
「
変
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
」
と

　

連
絡
が
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

　

乗
っ
取
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
。
高
額

　

な
利
用
料
金
の
請
求
を
受
け
た
。

﹇
ア
ド
バ
イ
ス
﹈

　

キ
ャ
リ
ア
決
済
は
、
契
約
者
が
行
っ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
料
金
を
請
求
さ

れ
ま
す
が
、
故
意
で
な
い
こ
と
や
重
大

キ
ャ
リ
ア
決
済
が
関
係
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

粂
田
義
明　

☎
（
23
）
０
０
８
８

森
林
づ
く
り
県
民
税
と
は

　

県
は
、
荒
廃
し
た
森
林
を
再
生
し
、

山
地
災
害
の
防
止
や
水
源
か
ん
養
な
ど

の
「
森
の
力
」
を
回
復
す
る
た
め
、
平

成
18
年
度
か
ら
、県
民
の
皆
さ
ま
に
「
森

林
づ
く
り
県
民
税
」
を
ご
負
担
い
た
だ

き
、「
森
の
力
再
生
事
業
」
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

事
業
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
約
１
万
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
荒

税
金
森
の
恵
み
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に

森も

林り

づ
く
り
県
民
税
の
課
税
期
間
を
延
長
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

▼
静
岡
県
税
務
課　

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
３
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
静
岡
県
志
太
榛
原
農
林
事
務
所

　

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
９
２
４
３

な
過
失
な
ど
が
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
不
正
利
用
の
保
障
制
度
を
利
用

で
き
ま
す
。

　

②
で
は
、
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
機
内
モ
ー
ド
に
し
、

ア
プ
リ
を
削
除
し
て
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
公
式
サ
イ

ト
以
外
か
ら
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
２

　
「
ア
カ
ウ
ン
ト
が
凍
結
さ
れ
て
い
る
」

「
未
納
料
金
が
あ
る
」「
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
情
報
の
確
認
・
更
新
依
頼
」
な

ど
の
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
銀
行
や
携
帯

電
話
会
社
、
通
販
会
社
を
名
乗
る
と
こ

ろ
か
ら
届
き
、
慌
て
て
個
人
情
報
を
入

力
し
て
し
ま
っ
た
。

﹇
ア
ド
バ
イ
ス
﹈

　

銀
行
や
携
帯
電
話
会
社
、
通
販
会
社

は
、
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
顧
客
に
料

金
の
督
促
や
個
人
情
報
・
ア
カ
ウ
ン
ト

情
報
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
な
ど
の
入
力

を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無

視
し
て
削
除
し
ま
し
ょ
う
。
入
力
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
、
履
歴
の
確
認
や
キ
ャ

ン
セ
ル
の
ほ
か
、
パ
ス
ワ
ー
ド
や
番
号

を
変
更
し
ま
し
ょ
う
。

廃
森
林
の
整
備
を
行
い
、「
森
の
力
」
は

着
実
に
回
復
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令

和
元
年
度
の
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
の

創
設
後
は
、
市
町
に
よ
る
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
森
林
整
備
が
始
ま
り
、
県
と

市
町
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
た
上
で
、
連
携
・
協
力
し
な
が
ら

森
林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
各
地
で
の
集
中
豪
雨
の
頻

発
に
よ
り
山
地
災
害
の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
お
り
、
残
り
の
荒
廃
森
林
の
整

備
を
速
や
か
に
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
令
和

3
年
度
以
降
も
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

と
し
、
森
林
づ
く
り
県
民
税
の
課
税
期

間
を
5
年
間
延
長
し
、
令
和
7
年
度
ま

で
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

森
林
づ
く
り
県
民
税
は
、
次
の
通
り

県
民
税
均
等
割
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
個
人
＝
年
額
４
０
０
円

▼
法
人
＝
均
等
割
額
の
5
％
（
千
円
〜

　

４
万
円
）

　

荒
廃
森
林
を
再
生
し
、
森
の
恵
み
を

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
引
き
続
き

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。



～
～

☎



コ
ロ
ナ
に
揺
れ
た
こ
の
１
年

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

　

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す
。
年
度
末
に
は
、
自
殺
者

が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

●
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

　

自
殺
の
多
く
は
、

追
い
詰
め
ら
れ
た
末
に
起
き
る

事
象
で
す
。
本
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
経
済

的
・
社
会
的
・
心
理
的
に
影
響

を
受
け
、
自
殺
者
の
状
況
も
次

の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
。

①
４
〜
６
月
は
例
年
よ
り
減
少

　

緊
急
事
態
宣
言
発
令
・
解
除

の
時
期
は
自
殺
者
が
減
少
し
ま

し
た
。
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
死
へ
の
恐
怖
に
よ
っ
て
、

人
々
が
自
身
の
命
を
守
ろ
う
と

す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
可
能
性

が
あ
る
そ
う
で
す
。

②
自
殺
報
道
の
影
響
と
考
え
ら

れ
る
自
殺
の
増
加

　

７
月
に
若
手
有
名
俳
優
の
自

殺
の
報
道
が
あ
り
、
そ
の
日
か

ら
自
殺
者
は
増
加
し
ま
し
た
。

報
道
機
関
は
そ
の
後
、
自
殺
報

道
の
中
で
併
せ
て
相
談
先
を
伝

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
８
月
以
降
も
前
年
比
増
加

　

８
月
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
年
代

で
女
性
の
自
殺
者
が
増
加
し
ま

し
た
。
全
体
で
は
、
男
性
の
方

が
多
く
、
例
年
よ
り
自
殺
者
が

増
加
し
て
い
る
状
況
は
続
い
て

い
ま
す
。
特
に
10
月
は
、
前
年

比
４
割
増
と
深
刻
で
し
た
。

●
対
応
・
工
夫
し
た
自
分
た
ち

を
認
め
ま
し
ょ
う

　

昨
年
の
流
行
語

大
賞
が
「
三
密
」

に
な
っ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
は

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
感
染

症
対
策
を
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
外
出
時
に
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
消
毒
を
心
掛

け
、
夏
は
熱
中
症
予
防
と
両
立

し
ま
し
た
。
遠
方
の
人
と
も
、

電
話
や
リ
モ
ー
ト
な
ど
で
つ
な

が
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

不
便
を
感
じ
な
が
ら
も
「
戦

う
相
手
は
ウ
イ
ル
ス
」と
考
え
、

工
夫
し
た
生
活
を
続
け
て
い
る

私
た
ち
を
認
め
る
こ
と
も
、
自

殺
対
策
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
悩
み
を
一
人
で
抱
え
な
い
で

　

誰
か
に
話
を
す
る
こ

と
で
つ
ら
さ
が
和
ら
ぐ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
相

談
窓
口
を
以
下
か
ら
検

索
す
る
と
確
認
で
き
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

健
康
推
進
課

☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎ ☎ ☎
☎

☎
☎



火

☎

利用者カード

今までの利用者カードは使えなくなってしまいます。
新しい利用者カードの事前登録を行いますので、ぜひお越しください。

［実施期間・受付時間］
　３月１日月 ～ 31日水　　午前９時～午後４時（土・日・祝日も受け付けます）

［実施場所］
　▶市立図書交流館「いこっと」
　　（波津３丁目11番地　旧ジャンボエンチョー）
　▶市立榛原図書館（静波1024番地３　榛原文化センター２階）
＊図書館は休館中ですので、貸出・閲覧などはできません。

［事前登録に必要なもの］
　▶以前の利用者カード（持っている人）
　▶登録者本人の身分がわかるもの
　　（例）運転免許証・パスポート・学生証・保険証　など

［事前登録時の記入事項］
　▶本人の氏名（小学生以下の場合は保護者の氏名も記入）
　▶生年月日▶住所▶電話番号

［お願い］
　事前登録にお越しの際は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用や手指の消
　毒などにご協力をお願いします。混雑時は、間隔をあけて並んでください。

市立図書館の利用者カードが新しくなります！

新しい利用者カード

事前登録をしてくれた人
には、相良中

学校の生徒が作成した
オリジナル缶

バッジをプレゼント！

種類が複数あるので、

どれがもらえるかは

お楽しみに♪
◀詳細は市ホームページ
　（図書館）へ

【お詫びと訂正】
広報まきのはら１月号「図書館へ行こうよ［特別編］」
の一部に誤りがありました。お詫びして訂正します。

［誤］　来年４月のオープンをお楽しみに♪　
［正］　令和３年４月のオープンをお楽しみに♪

　＊図書交流館は、４月17日土にオープンします。

［問い合わせ］
社会教育課　森川崇之　☎532646



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
、
ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が

あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
、
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
ず
給
与
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
で
、
牧
之
原
市
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
（
雇
用
さ
れ
て

い
る
人
に
限
る
）
で
あ
る
場
合
、
傷

病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
期
間　

３
月
31
日

ま
で

＊
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課　

八
木

☎
（
23
）
０
０
２
３

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
１
月
１
日
か

ら
次
の
皆
さ
ん
が
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
や
虐

待
、
差
別
や
偏
見
な
ど
人
権
問
題
の

相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

坂
口

☎
（
23
）
０
０
２
１

　

児
童
手
当
の
２
月
期
分
（
令
和
２

年
10
月
〜
令
和
３
年
１
月
分
）
を
２

月
12
日

に
指
定
口
座
へ
振
り
込
み

ま
し
た
の
で
、
受
給
者
は
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
の
児
童
手
当

現
況
届
の
提
出
の
な
い
人
は
、
支
給

が
差
止
め
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

児
童
手
当
の
受
給
者
（
０
歳

〜
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
養

育
す
る
父
母
な
ど
）

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課　

子
育
て
支
援
係　

☎（
23
）０
０
７
１

　

県
内
か
ら
の
１
１
０
番
通
報
は
、

全
て
警
察
本
部
に
あ
る
「
１
１
０
番

セ
ン
タ
ー
静
岡
」
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
１
１
０
番
は
、
緊
急
通
報
専

用
の
電
話
と
な
り
ま
す
が
、
緊
急
を

要
し
な
い
通
報
が
全
体
の
約
４
分
の

１
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
警
察
官
を
必
要
と
し
て
い

る
通
報
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

「
急
を
要
し
な
い
相
談
、
照
会
な
ど

は
専
用
窓
口
を
利
用
す
る
」「
警
察

用
務
と
関
係
な
い
事
項
は
他
機
関
に

相
談
す
る
」
な
ど
、
１
１
０
番
の
適

切
な
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

牧
之
原
警
察
署　

地

域
課　

☎
（
22
）
０
１
１
０

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
自
分
の
家

庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
理

解
で
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
が

「
里
親
」
で
す
。

　
「
里
親
っ
て
ど
う
や
っ
た
ら
な
れ

る
の
？
」「
里
親
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
」「
里
親
に
な
り
た
い
」

と
い
う
人
を
対
象
に
、
制
度
や
申
請

な
ど
、
里
親
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

３
月
９
日
　

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　

さ
ざ
ん
か　

相
談
室
４

対
象　

里
親
制
度
に
興
味
の
あ
る
人
、

里
親
に
な
り
た
い
人

申
込
方
法　

申
込
不
要
（
予
約
可
）

問
い
合
わ
せ　

児
童
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
は
る
か
ぜ

☎
０
５
４
（
６
５
６
）
３
４
５
６

　

県
内
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
魅

力
あ
ふ
れ
る
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
店
主
さ
ん
の
人
柄
や

セ
ン
ス
だ
っ
た
り
、
そ
こ
で
し
か
買

え
な
い
こ
だ
わ
り
の
商
品
だ
っ
た
り
、

ま
た
来
た
い
と
思
わ
せ
る
サ
ー
ビ
ス

だ
っ
た
り
。

　

県
で
は
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
そ

う
し
た
お
店
を
「
ふ
じ
の
く
に
魅
力

あ
る
個
店
」
と
し
て
登
録
し
、
特
設

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
魅
力
あ
る
個
店
を
見
つ
け

て
、
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

新
た
に
登
録
し
た
い

お
店
も
募
集
中
（
登
録

無
料
）。

　

ま
ず
は
特
設
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
！

 https://f-koten.jp/

問
い
合
わ
せ　

静
岡
県
経
済
産
業
部

募　

集

任
期　

令
和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度

募
集
人
数　

▼
40
歳
〜
64
歳
の
人

（
第
２
号
被
保
険
者
代
表
）
＝
２
人

▼
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
代
表
）
＝
２
人

対
象　

市
内
に
住
む
40
歳
以
上
の
人

内
容　

被
保
険
者
代
表
と
し
て
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
な
ど
の
専
門
家
と

共
に
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
の
進
捗
管
理
や
計

画
策
定
に
関
す
る
意
見
を
提
言
す
る
。

　

会
議
の
開
催
は
、
令
和
３
年
度
お

よ
び
令
和
４
年
度
は
年
４
回
程
度
、

令
和
５
年
度
は
計
画
策
定
に
つ
き
、

年
８
回
程
度
を
予
定
。

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
、
長
寿
介
護
課
に
提

出
す
る
。
申
込
書
は
さ
ざ
ん
か
１
階

（
長
寿
介
護
課
）
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

可
能
。
申
込
者
に
は
後
日
面
接
を
実

施
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
す
る
か
、
長
寿
介
護
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
19
日

申
込
先　

長
寿
介
護
課　

野
田

☎
（
23
）
０
０
７
６

　

脳
ト
レ
教
室
は
、
65
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
簡
単
な
読
み
書
き
・
計
算

の
学
習
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
座
談
）
を
行
う
認
知
症
予
防
教
室

で
す
。
学
習
の
丸
つ
け
、
座
談
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
教
室
を
手
伝
っ
て
い
た

だ
け
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

託
児
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
子

育
て
世
代
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
６
日

〜
９
月
16
日

（
毎
週
木
曜
の
午
前
中
）

会
場　

相
良
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

▼
64
歳
以
下
の
人
▼
事
前
研

修
に
参
加
で
き
る
人
（
４
月
15
日

の
午
前
中
、
４
月
22
日

の
午
前
中

を
予
定
）
▼
月
２
回
程
度
、
教
室
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人

申
込
方
法　

窓
口
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む
。

謝
礼　

１
回
１
０
０
０
円
（
託
児
利

用
の
場
合
は
１
回
５
０
０
円
）

申
込
期
限　

３
月
19
日

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

都
築

☎
（
23
）
０
０
２
４

日
程　

▼
３
月
＝
説
明
会
▼
４
月
〜

活
動
開
始

会
場　

図
書
交
流
館
、
榛
原
図
書
館

対
象　

図
書
館
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
18
歳
以
上
の
人

内
容

①
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
赤
ち
ゃ
ん
、
幼
児
向
け
）
②
資

料
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
配
架
・
書

架
整
理
・
館
内
案
内
な
ど
（
朝
・
昼
・

夜
の
部
の
う
ち
参
加
で
き
る
時
間
の

み
で
可
）
③
環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
＝
飾
付
（
制
作
物
だ
け
で
な
く
花

な
ど
で
も
可
）・
簡
易
清
掃
な
ど

申
込
方
法　

▼
氏
名
▼
住
所
▼
電
話

番
号
▼
活
動
希
望
館
（
図
書
交
流
館

ま
た
は
榛
原
図
書
館
）
▼
①
〜
③
の

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
か

に
つ
い
て
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
む
。

申
込
先　

社
会
教
育
課　

森
川

☎
（
53
）
２
６
４
６

（
53
）
２
６
５
７

kyoiku@
city.m

akinohara.
shizuoka.jp 

　

歯
周
病
は
万
病
の
も
と
。
コ
ロ
ナ

に
負
け
な
い
よ
う
に
、
免
疫
力
を
高

め
る
口
腔
ケ
ア
を
一
緒
に
学
び
ま

し
ょ
う
。
参
加
者
・
介
護
職
員
と
の

座
談
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

３
月
27
日
　

午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

さ
ざ
ん
か

対
象　

牧
之
原
市
在
住
で
、
在
宅
で

介
護
を
し
て
い
る
人
、
ま
た
こ
れ
ま

で
介
護
を
経
験
し
た
人
、
今
は
介
護

を
し
て
い
な
い
が
将
来
的
に
介
護
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
人

そ
の
他　

▼
送
迎
が
必
要
な
人
は
、

申
込
時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
▼
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

に
よ
り
、
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

定
員

15
人
（
参
加
無
料
）

申
込
期
限　

３
月
18
日

問
い
合
わ
せ　

相
良
清
風
園　

横
堀

☎
（
55
）
０
５
５
０

募
集
人
数　

若
干
名

仕
事
内
容　

小
・
中
学
校
の
給
食
調

理
業
務

勤
務
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

（
応
相
談
）
＊
休
日
＝
土
日
・
祝
日

な
ど

給
与　

時
給
９
４
５
円
（
賞
与
あ
り
）

申
込
方
法　
「
会
計
年
度
任
用
職
員

登
録
申
請
書
兼
登
録
票
」
を
吉
田
町

牧
之
原
市
広
域
施
設
組
合
事
務
局

（
牧
之
原
市
細
江
６
６
６
４
番
地
３
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
書
兼
登
録
票
は
、
当
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

吉
田
榛
原
学
校
給
食

共
同
調
理
場

☎
（
32
）
１
７
５
０

（
32
）
９
３
７
６

　
「
聞
く
」
体
験
を
通
し
て
、
生
活

に
役
立
つ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
び

ま
す
。
全
日
本
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協

議
会
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の
道
も

開
か
れ
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
〜
９
月
（
全
15
回
）

▼
金
曜
日
＝
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

30
分
〜
▼
そ
の
他
（
曜
日
調
整
中
）

＝
午
前
９
時
〜
、
午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

静
岡
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修

セ
ン
タ
ー　

静
波
教
室
（
牧
之
原
市

静
波
１
６
９
９
番
地
49
）

コ
ー
ス　

入
門
・
基
礎
・
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー

対
象　

ど
な
た
で
も

参
加
費　

▼
入
門
＝
６
千
円
▼
基
礎

＝
２
万
８
千
円

定
員　

７
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

静
波
教
室　

中
川　

☎
（
22
）
４
５
２
４

　

人
は
、
不
安
や
孤
独
を
感
じ
悩
ん

で
い
る
と
き
、
誰
か
に
話
を
聞
い
て

も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
の
気
持
ち
が

精
神
的
安
定
を
覚
え
、
穏
や
か
な
心

や
生
活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
上
手
な
聴
き
手
と
し

て
の
「
心
と
能
力
」
を
備
え
た
人
に

な
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　

脳
科
学
、
心
理
学
に
根
ざ
し
た
傾

聴
療
法
を
講
じ
ま
す
。
全
日
程
を
受

講
し
て
、
課
題
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

し
、
承
認
を
得
れ
ば
準
傾
聴
療
法
士

の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
（
別
途
費

用
が
必
要
）。

日
時　

４
月
３
日

、
６
月
５
日

、

11
月
13
日
　

午
後
０
時
30
分
〜
午

後
５
時

会
場　

さ
ざ
ん
か　

２
階
会
議
室

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

受
講
料　

１
万
２
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
、
初
回
全
納
）

申
込
期
限　

３
月
25
日
木

申
込
先　

石
山

☎
０
９
０
（
１
８
６
８
）
５
７
１
１

お
知
ら
せ

　

傍
聴
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ

ス
ク
着
用
な
ど
の
対
策
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　

▼
２
月
25
日

＝
提
案
説
明

▼
３
月
５
日

＝
通
告
質
疑
・
委
員

会
付
託
▼
３
月
８
日

＝
補
正
予
算

連
合
審
査
▼
３
月
10
日

・
11
日

＝
一
般
質
問
▼
３
月
15
日

・
16
日

・
17
日

＝
当
初
予
算
連
合
審
査

▼
３
月
19
日

＝
付
託
議
案
審
査
▼

３
月
25
日

＝
採
決  

会
場　

相
良
庁
舎
４
階　

議
場

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局　

本
杉

☎
（
53
）
２
６
５
０

介
護
保
険
事
業
計
画
等
策

定
懇
話
会
の
委
員
を
募
集

「
脳
ト
レ
教
室
」
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

「
介
護
者
の
つ
ど
い
」の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

児
童
手
当
の
２
月
期
分
を

口
座
へ
振
り
込
み
ま
し
た

里
親
制
度
な
ど
に
関
心
が

あ
る
人
の
相
談
会
を
開
催

牧
之
原
市
立
図
書
館
の
運

営
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
中

☎

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

「
傾
聴
療
法
士
養
成
講
座
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

市
議
会
２
月
定
例
会
開
催

誰
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す

静
岡
県
「
ふ
じ
の
く
に
魅

力
あ
る
個
店
」
に
つ
い
て

１
１
０
番
の
適
切
な
利
用

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

国
保
傷
病
手
当
金
の
対
象

期
間
が
３
月
末
ま
で
延
長

新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

あ
な
た
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

特設ウェブサイト

商
工
業
局
地
域
産
業
課

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
５
２
４

０
５
４
（
２
２
１
）
５
０
０
２

m
ati@
pref.shizuoka.lg.jp





広
報
ま
き
の
は
ら
vol.233

令
和
３
年
２
月
15
日
発
行

▼
開
設
か
ら
約
１
年
、
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
が
２
月
１
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
機
能
が
大

幅
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
興
味
が
あ

る
ジ
ャ
ン
ル
の
情
報
の
み
の
受
信

や
、
写
真
と
位
置
情
報
で
道
路
の

穴
な
ど
の
通
報
が
可
能
に
な
っ
た

ほ
か
、
自
動
応
答
の
チ
ャ
ッ
ト
に

よ
り
、
知
り
た
い
情
報
に
た
ど
り

着
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
▼
同
時

に
、
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
参
加
で
き
る

「
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

も
ス
タ
ー
ト
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

▼
そ
し
て
こ
の
た
び
、
つ
い
に
友

だ
ち
（
登
録
者
）
数
が
１
万
人
を

突
破
。
人
口
の
２
割
以
上
の
人
が

登
録
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
な

り
、
ス
マ
ホ
を
持
つ
人
の
数
を
考

え
る
と
か
な
り
の
割
合
に
な
り
ま

す
。
私
も
た
ま
に
記
事
を
配
信
し

ま
す
が
、「
こ
の
１
ク
リ
ッ
ク
で

１
万
人
に
情
報
が
届
く
ん
だ
」
と

い
つ
も
緊
張
し
ま
す
▼
今
後
も
、

よ
り
良
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

に
な
る
よ
う
に
改
善
を
し
て
い
き

ま
す
。
友
だ
ち
追
加
が
ま

だ
の
人
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

中
田　

煌
己
さ
ん

な
か
だ
・
こ
う
き　
　
　

菅
山
小
６
年　

菅
山
区
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